
ゆみや羽音によって人に不快感を与える蚊は、豚に対してもストレスを
与えるだけでなく、吸血の際に病原体を媒介し、母豚では異常産、

雄豚では精巣炎を引き起こし、農場の成績に悪影響を及ぼします。今回は、
蚊の生態や養豚場における対策について紹介します。   　　　　 養豚研究室

教えて!
中研

　鶏は日齢が進むと体重も大きくな
り、それにともなって自然と卵重が大
きくなります。それでは、何gを超える
と、「過大卵」となってしまうのでしょ
うか？ 明確な定義はありませんが、
野外農場のデータを解析したとこ

ろ、卵重が65ｇを超えたあたりから
破卵率が急激に増加する事例を確
認しています（図２）。このことから、
少なくとも65ｇに到達する手前で卵
重を抑制する工夫が必要です。
　テーブルエッグとして販売してい
る養鶏場では、重量あたりの価格
（図３）が最も高いMSサイズからL
サイズを中心に生産することが理想
です。そのためには、中間となるMサ
イズ（58ｇ以上から64ｇ未満）を目
安として、鶏群の平均卵重が60～
62ｇに差しかかる頃に、飼料の栄養
濃度の引き下げや飼料摂取量を抑
える等により卵重を抑制します。

　鶏の飼育温度が低くなりすぎた
場合、飼料摂取量が増加して飼料

効率が悪化します。結果的に前述の
通り、卵重が大きくなりすぎてしまい
ます。更には、鶏舎内の最低温度が
20℃を下回ると、産卵率が明確に
低下した事例も報告（本誌135号）
されています。
　全農の研究所で収集した野外
データを解析したところ、比較的高
めの温度帯（25～27℃）で鶏を飼
育管理することで産卵率を落とすこ
となく、卵重が大きくなりすぎない、
効率的な鶏卵生産につながること
が確認されています。ただし、規模の
大きな鶏舎では、鶏舎の最下部と最
上部の温度差が大きいため、工夫
が必要となります。例えば、最上部の
飼育密度を薄くする、舎内ファンに
より上下に空気を攪拌する等が有
効です。

　特に産卵後半において、鶏に必
要以上のタンパク質を摂取させる
と、卵重が増加するスピードが早まり
ます。そこで、産卵後半ではタンパク
質やアミノ酸の水準を落とした飼料
に切り替える期別給与が一般的に
取り入れられています。期別給与に
より、鶏群の平均卵重が60～62ｇ
に差しかかる時期を目安として一段
階低い栄養水準の飼料に切り替え
ます。
　飼料価格が高騰する中、卵重を
コントロールして少しでも農場の収
益性の改善につなげていきましょう。
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　蚊が媒介する豚の病気として、人
獣共通感染症としても知られる日本
脳炎が挙げられます。免疫のない妊
娠母豚が日本脳炎に感染した場
合、白子や黒子、神経症状を示す
新生子豚を分娩する異常産が発生
します。また、種雄豚が感染した場合
は、精子を作る能力が低下して受胎
率を下げる原因の１つとなります。
　日本脳炎を防ぐためには、ワクチ
ネーションや適切な抗体検査が有
効です。しかし、蚊が日本脳炎以外
にも豚繁殖・呼吸障害症候群（P 
RRS）など多くの感染症の伝播を起
こしうる点や、蚊の発生が家畜にとっ
て大きなストレスとなって生産性を
低下させる点を考慮すると、その発
生自体を防ぐ取り組みが重要となり
ます。

　日本脳炎を媒介するコガタアカイ
エカは日本全土に生息し、最も発生
する時期は7～8月とされています。
しかし、コガタアカイエカが活動する
温度帯は15～32℃と幅広いため、
実際は地域によって4月から10月頃
まで発生します。そのため、蚊の対策
を実施すべき時期は夏場だけでは
ありません。

　蚊は卵から蛹の期間を水中で過
ごすため、水の近くで発生します。人
の血を吸うヒトスジシマカなどは、
古タイヤや植木鉢などの小さな水た
まりに生息しますが、日本脳炎を媒
介するコガタアカイエカは、水田や
沼地に生息するとされています。夏
場の養豚場では暑熱対策として稼
働するクーリングパドシステムなどの
下に長期間大きな水たまりができて
しまい（写真1）、蚊の発生源となる
可能性があります。豚舎設備からの
水漏れや豚舎付近の大きな水源に
は注意が必要です。また豚舎まわり
の草刈りも蚊の発生対策に有効とさ
れています。
　豚舎への蚊の侵入を防ぐうえで
は、豚舎内空間や出入口に一般的
な蚊の忌避剤を散布することが重要

です。また、蚊は壁や防鳥ネットに止
まって休む時間が長いため、止まりそ
うな場所に殺虫剤を散布することも
蚊の対策に有効な場合があります。
　豚体へ殺虫剤を直接散布する場
合は、獣医師の指示のもと動物用
医薬品のピレスロイド系殺虫剤（動
物用金鳥ETB乳剤、ペルメトリン乳
剤「フジタ」など）を使用することが
有効です。動物用医薬品の殺虫剤
は希釈を行い、蓄圧式噴霧器等を
用いて容易に豚体に散布（写真2）
することが可能ですが、薬品ごとの
用法用量に従い、出荷までの休薬
期間に注意してください。蚊の発生
源をなくし、積極的に成虫の駆除を
行うことで、生産性を高めるととも
に、人や豚に居心地の良い農場づ
くりを心がけましょう。
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写真 1　パドの下にできた水たまり

図 2　卵重と農場での破卵率の関係
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図 1　主要都市における直近5年間の
          9月と10月の最高気温

（気象庁HPより）

（全農中研調べ）
図 3　過去５年間のサイズ別平均卵価

（JA全農たまご㈱公表値　東京M基準値）

飼育温度は高めを維持飼育温度は高めを維持

近5年間の平均気温を見てみると、9月はまだまだ残暑が厳しいのです
が、10 月になると一気に気温が低下します（図１）。気温が下がると、

鶏もたくさん餌を食べ、卵重も大きくなりやすいです。適正水準を超えて卵重
が大きくなると、卵の価値も下がるうえ、農場での破卵・ヒビ卵も増えやすくな
るなど経営にとってデメリットが膨らみます。今回は、卵重の適正なコントロール
について紹介します。　　　　　　　　　　　  　　  　　　 養鶏研究室
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写真 2　豚体への殺虫剤の散布風景

パドの影響でできた水たまり
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